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	 理研 RIBF の BigRIPS 及び多種粒子測定装置 SAMURAI を用いた逆運動学手法により、長寿命核分裂生
成物（LLFP）核種に対する陽子及び重陽子による核破砕反応の同位体生成断面積および中性子との相関デ
ータを取得した。本講演では 200 MeV/uにおける 93Zr核入射反応の解析結果について報告する。 
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1. 緒言  
本研究は 93Zr をはじめとした LLFP 核種に対する陽

子・重陽子入射核破砕反応による残留核生成断面積お

よび放出中性子との相関データを高精度かつ系統的に

取得することを目的としている。先立って行った 93Zr
に対する 105 MeV/u陽子・重陽子入射反応測定[1]とカ
スケード過程と蒸発過程を考慮した PHITS[2]による計
算との比較では、特に標的核から少数の核子が除去さ

れるチャンネルに著しい過大評価があり、計算モデル

に改良の必要があることがわかった。核変換プロセス

設計に向けた核反応モデル計算の信頼性向上のため、

LLFP核を含む広範な核種・反応エネルギーについて系
統的な実験データが必要である。 
2. 実験概要・結果  
	 実験は理研 RI Beam Factory (RIBF)にて行った。まず
93Zrを含む二次ビームを 238Uの飛行核分裂によって生成、
多種の重イオンを含む生成直後の二次ビームを超伝導 RIビーム生成分離装置 BigRIPSによって分離・識別
した。さらにその二次ビームを多種粒子測定装置 SAMURAI 上流に設置した液体水素・重水素標的に照射
し、核反応で生成した残留核について SAMURAIスペクトロメータを用いて再び粒子識別を行った。また、
核反応に伴って放出される中性子は中性子検出器群 NEBULA, NeuLANDを用いて検出した。最終的に二次
ビームの個数と残留核の生成量から残留核生成断面積を得た。 
	 本研究は、総合科学技術・イノベーション会議が主導する革新的研究開発推進プログラム(ImPACT)の一
環として実施したものです。 
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図 :  93Zr + p反応によって生成した残留核の
陽子数 Zと質量電荷比 A/Qの相関 
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